
規

則

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
県
営
住

宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
七
十
号

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

昭
和
二
十
八
年
福
島
県
規
則
第
八
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中｢

第
二
条
、
第
五
条
の
二
、
第
五
条
の
四
、
第
六
条
の
四
、
第
六
条
の
五
、
第
九
条
、
第

十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
三
条
の
二
、
第
十
三
条
の
三
及
び
第
十
六
条
並
び
に
附
則
第
七
項
か
ら
第
九

項
ま
で
及
び
第
十
六
項｣

を
削
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中｢

負
傷
又
は
病
気(

以
下｢

傷
病｣

と
い
う
。)

｣

を｢

傷
病｣

に
改
め
、

同
項
第
三
号
イ
を
削
り
、
同
号
ウ
中｢

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号｣

を｢

第
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号｣

に
改
め
、
同
号
ウ
を
同
号
イ
と
し
、
同
項
第
四
号
中｢

か
か
る｣

を｢

係
る｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項

中｢

書
類
が｣

を｢

書
類
を｣

に
、｢

同
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
は
、
そ
の
後｣

を｢

当
該
退
職
し
た

者
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
当
該
申
出
後｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
第
一
号
中｢)

の
職
員｣

を｢)

に
使
用
さ
れ
て
い
た
者｣

に
、｢

国
の
職
員｣

を

｢

国
家
公
務
員(

常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す
る
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
。)

｣

に
改
め
、
同
項

第
二
号
中｢

国
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員｣

に
、｢

会
社
の
職
員｣

を｢

会
社
の
社
員｣

に
改
め
、

同
項
第
三
号
中｢

国
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員｣

に
、｢

地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を｢

地
方
公
共

団
体
の
公
務
員｣

に
、｢

の
職
員(｣

を｢

に
使
用
さ
れ
る
者(｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中｢

国
の

職
員｣

を｢

国
家
公
務
員｣

に
、｢

地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を｢

地
方
公
共
団
体
の
公
務
員｣

に
、

｢)
の
職
員｣

を｢)

に
使
用
さ
れ
る
者｣

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中｢

国
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務

員｣
に
、

｢

地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を

｢

地
方
公
共
団
体
の
公
務
員｣

に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

｢

国
の
職
員｣
を｢

国
家
公
務
員｣

に
、｢

地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を｢

地
方
公
共
団
体
の
公
務
員｣

に
、｢

特
殊
機
関
の
職
員｣

を｢

特
殊
機
関
に
使
用
さ
れ
る
者｣

に
、｢

外
国
政
府
の
職
員｣

を｢

外

国
政
府
に
使
用
さ
れ
る
者｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中｢

国
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中｢

国
の
職
員｣

を

｢

国
家
公
務
員｣

に
改
め
、
同
条
第
八
項
中｢

県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
法(

平
成
十
五
年

平成21年７月14日 火曜日 福 島 県 報 号外第44号1

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

三

福
島
県
企
業
局

○
福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

三

福
島
県
病
院
局

○
福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

五

福
島
県
議
会

○
福
島
県
議
会
議
長
が
退
職
手
当
の
支
給

を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当

額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合

に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
程

七

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
教
育
委
員
会
が
退
職
手
当
の
支

給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相

当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場

合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
則

七

福
島
県
公
安
委
員
会

○
福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

八

福
島
県
警
察
本
部

○
福
島
県
警
察
本
部
長
が
退
職
手
当
の
支

給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相

当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場

合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
告
示

八

福
島
県
監
査
委
員

○
福
島
県
代
表
監
査
委
員
が
退
職
手
当
の

支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当

相
当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う

場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規

程

八

福
島
県
人
事
委
員
会

○
福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

九

○
地
方
公
務
員
法
第
八
条
第
一
項
第
十
二

号
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
人
事
委
員
会

の
権
限
に
属
せ
し
め
る
事
務
を
定
め
る

条
例
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見

陳
述
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
手
続
を

定
め
る
規
則

九

○
福
島
県
人
事
委
員
会
が
退
職
手
当
の
支

給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相

当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場

合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
則

一
〇

○
福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

一
〇

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

○
福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
が
退
職
手

当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職

手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を

行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め

る
規
程

一
〇



法
律
第
百
十
八
号)

第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人(

以
下｢

公
立
大
学
法
人｣

と

い
う
。)

の
職
員｣

を｢

県
立
大
学
法
人
職
員｣

に
、｢

公
立
大
学
法
人
の
職
員｣

を｢

県
立
大
学
法

人
職
員｣

に
、｢

公
立
大
学
法
人
の
退
職
手
当｣

を｢

県
立
大
学
法
人
の
退
職
手
当｣

に
改
め
、
同
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
法
人)

第
五
条
の
二

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
法
人
と

す
る
。

一

福
島
県
道
路
公
社

二

福
島
県
土
地
開
発
公
社

三

財
団
法
人
福
島
県
農
業
振
興
公
社(

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
に
財
団
法
人
福
島
県
農
業
開
発
機

械
公
社
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。)

四

旧
福
島
県
住
宅
供
給
公
社

五

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十
五
条
に
規
定
す
る
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人

六

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法(

昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号)

第
七
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
公
庫
等

第
十
三
条
の
二
第
五
号
中｢

傷
病｣

を｢

特
定
傷
病｣

に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
二
か
ら
第
十
六
条
の
四
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

懲
戒
免
職
等
処
分
を
行
う
権
限
を
有
し
て
い
た
機
関
が
な
い
場
合
に
お
け
る
退
職
手
当
管
理
機
関)

第
十
六
条
の
二

条
例
第
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
機
関
と
す
る
。

一

知
事

知
事

二

職
員
の
退
職
の
日
に
お
い
て
当
該
職
員
に
対
し
懲
戒
免
職
等
処
分
を
行
う
権
限
を
有
し
て
い
た

機
関
が
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
も
の

職
員
の
退
職
の
日
に
お
い
て
当

該
職
員
の
占
め
て
い
た
職(

当
該
職
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
に
相
当
す
る
職)

の
任
命
権
を
有
す
る
機
関

(

一
般
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情)

第
十
六
条
の
三

条
例
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
情
は
、
当
該
退
職
を
し
た
職

員
で
あ
つ
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
の
勤
務

の
状
況
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
が
行
つ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
、
当
該
非
違
に
至

つ
た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
の
言
動
、
当
該
非
違
が
公

務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
に
及
ぼ
す
影
響

と
す
る
。

(

一
般
の
退
職
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き

事
情)

第
十
六
条
の
四

条
例
第
十
九
条
第
六
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
情
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受

給
者
の
相
続
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
同
条
第
一
項
か
ら
第

五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し
た
又
は
取
得

を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の
状
況
及
び
当
該

一
般
の
退
職
手
当
に
係
る
租
税
の
額
と
す
る
。

第
二
十
条
の
見
出
し
を｢
(

国
家
公
務
員
等
の
在
職
期
間
の
通
算)

｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号

列
記
以
外
の
部
分
中｢

国
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体(

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

の
職
員

(

以
下

｢

国
の
職
員
等｣

と
い

う
。)

｣

を｢

国
家
公
務
員
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体(

地
方
独
立
行
政
法
人
法(

平
成
十
五
年
法
律

第
百
十
八
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

の
公

務
員(

同
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

(

以

下
こ
れ
ら
を｢

国
家
公
務
員
等｣

と
い
う
。)

｣

に
、｢

国
の
職
員
等
と
し
て｣

を｢

国
家
公
務
員
等

と
し
て｣

に
、｢

国
又
は
当
該
地
方
公
共
団
体
以
外
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員
又

は
当
該
地
方
公
共
団
体
以
外
の
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員｣

に
、｢

国
の
職
員
等
と
な
つ
た｣

を｢

国

家
公
務
員
等
と
な
つ
た｣

に
、｢

国
の
職
員
等
を｣

を｢

国
家
公
務
員
等
を｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号

中｢

第
十
四
条｣

を｢

第
二
十
一
条
第
二
項｣

に
、｢

国
の
職
員
等｣

を｢

国
家
公
務
員
等｣

に
改
め
、

同
項
第
二
号
中｢

国
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員｣

に
改
め
、｢

(

条
例
第
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号

に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
務
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

｣

を
削
り
、｢

特
定
公
庫
等(

条
例
第
九
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
公
庫
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
使
用
さ
れ
る
者(

役
員
及
び
常
時

勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
以
下｢

特
定
公
庫
等
職
員｣

と
い
う
。)

｣

を｢

特
定

公
庫
等
職
員｣

に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中｢

国
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員｣

に
改
め
、

同
条
第
二
項
中｢

国
の
職
員
等｣

を｢

国
家
公
務
員
等｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

旧
電
信
電
話
公

社
の
職
員｣

を｢

旧
電
信
電
話
公
社
に
使
用
さ
れ
る
者｣

に
、｢

旧
公
社
の
職
員｣

を｢

旧
公
社
職
員｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中｢

の
職
員｣

を｢

に
使
用
さ
れ
る
者(

常
勤
の
者

に
限
る
。)

｣

に
改
め
、
同
条
第
八
項
中｢

(

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す

る
移
行
型
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

｣

を
削
り
、
同
条
第
九
項
中｢

の
職
員｣

を｢

に
使
用
さ
れ
る
者｣

に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
中｢

地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を｢

地
方
公
共
団
体
の
公
務
員｣

に
、｢

に
お
け
る

職
員｣

を｢

の
公
務
員｣

に
、｢)

の
職
員｣

を｢)

の
公
務
員｣

に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
四
第
一
項
中｢

の
国
の
職
員
等｣

を｢

に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
等｣

に
、｢

第
四
条

に
規
定
す
る
者
に
相
当
す
る
国
の
職
員
等｣

を｢

国
家
公
務
員
等
以
外
の
者
の
う
ち
第
四
条
に
規
定
す

る
者
に
相
当
す
る
者｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

国
の
職
員
等｣

を｢

国
家
公
務
員
等｣

に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中｢

国
の
職
員
若
し
く
は
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員
若
し
く
は

他
の
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員｣

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中｢

第
十
五
条｣

を｢

第
二
条
の
二｣

に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
号
中｢

国
又
は
同
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る｣

を｢

同
条
第
三
項
第
一
号
に

規
定
す
る
国
家
公
務
員
又
は｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中｢

第
九
条
の
二
第
六
項｣

を｢

第
九
条
の
二

第
四
項｣

に
、｢

移
行
型
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
の
職
員｣

を｢

移
行
型
法
人
職
員｣

に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ア
中｢

公
立
大
学
法
人｣

の
下
に｢

(

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
六
十

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
い
う
。)

｣

を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
中｢

条
例
第
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
基
礎
在
職
期
間(

以
下｢

基
礎
在
職
期
間｣

と
い
う
。)

｣
を｢
基
礎
在
職
期
間｣

に
改
め
る
。

第
三
十
条
中｢

扶
養
手
当｣

の
下
に｢

の
月
額｣

を
、｢

地
域
手
当｣

の
下
に｢

の
月
額
又
は
こ
れ

ら
の
給
与｣

を
加
え
る
。
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福
島
県
企
業
局

第
三
十
一
条
を
削
り
、
第
三
十
二
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中｢

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員
又
は
他
の
地

方
公
共
団
体
の
公
務
員｣

に
、｢

第
九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
九
条
の
四｣

を｢

第
十
条
第
一
項
及
び

第
二
十
一
条
第
六
項｣

に
改
め
、
同
号
ア
中｢

傷
病｣

を｢

特
定
傷
病｣

に
改
め
、
同
号
ウ
中｢

条
例

第
二
条
第
三
項
、
第
九
条
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
四
又
は
第
十
四
条｣

を

｢

条
例
第
二
十
一
条
各
項

(

第
四
項
を
除
く
。)

｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

傷
病｣

を

｢

特
定
傷
病｣
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
し
、
第
三
十
四
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
２
号
様
式
削
除

第
二
十
二
号
様
式
か
ら
第
二
十
七
号
様
式
ま
で
を
削
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

改
正
後
の
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の

日
以
後
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正)

３

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則(

昭
和
四
十
八
年

福
島
県
規
則
第
五
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
中｢

国
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員｣

に
、｢

地
方
公
共
団
体
の
職
員｣

を｢

地
方
公

共
団
体
の
公
務
員｣

に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中｢

国
の
職
員｣

を｢

国
家
公
務
員｣

に
改
め
る
。

附
則
第
九
項
中｢

新
条
例
第
二
条
の
三｣

を｢

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例(

昭
和

二
十
八
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号)

第
二
条
の
四｣

に
、｢

国
の
職
員｣
を｢
国
家
公
務
員｣

に

改
め
る
。

(

職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室)

福
島
県
規
則
第
七
十
一
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則(

平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
福
島
県
営
蛭
子
団
地
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

建
築
住
宅
課)

福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
､
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
｡

平
成
21年
７
月
14日

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

福
島
県
企
業
局
管
理
規
程
第
５
号

福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
､
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程

福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
､
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
(昭
和
44年
福
島
県

企
業
局
管
理
規
程
第
３
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
５
条
の
２
第
２
項
第
１
号
中
｢福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
(昭
和
28年
福
島
県
条

例
第
35号

)
第
９
条
の
２
第
１
項
｣
を
｢国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
(昭
和
28年

法
律
第
182号

)
第

７
条
の
２
第
１
項
｣
に
改
め
､
｢そ
の
他
の
法
人
又
は
福
島
県
住
宅
供
給
公
社
｣
を
削
る
｡

第
８
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

第
８
条
条
例
第
16条
第
２
項
に
規
定
す
る
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
事
情
は
､
当
該
退
職
を
し
た
職

員
で
あ
つ
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
の
勤
務

の
状
況
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
が
行
つ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
､
当
該
非
違
に
至

つ
た
経
緯
､
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
の
言
動
､
当
該
非
違
が
公

務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
に
及
ぼ
す
影
響

と
す
る
｡

第
８
条
の
３
を
第
８
条
の
11と
す
る
｡

第
８
条
の
２
第
１
項
中
｢第
16条
第
５
項
｣
を
｢第
16条
第
13項
｣
に
改
め
､
同
条
第
２
項
中
｢第

16条
第
５
項
｣
を
｢第
16条
第
13項
｣
に
改
め
､
同
項
第
５
号
中
｢傷
病
｣
を
｢特
定
傷
病
(福
島
県

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
３
条
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
傷
病
を
い
う
｡
)
｣
に
改
め
､
同

条
第
３
項
中
｢第
16条
第
５
項
｣
を
｢第
16条
第
13項
｣
に
改
め
､
同
項
第
２
号
中
｢第
16条
第
７
項
｣

を
｢第
16条
第
15項
｣
に
改
め
､
同
条
第
４
項
中
｢第
16条
第
５
項
｣
を
｢第
16条
第
13項
｣
に
改
め
､

同
条
第
５
項
中
｢第
16条
第
８
項
及
び
第
９
項
｣
を
｢第
16条
第
16項
及
び
第
17項
｣
に
改
め
､
同
条

を
第
８
条
の
10と
し
､
第
８
条
の
次
に
次
の
８
条
を
加
え
る
｡

第
８
条
の
２
管
理
者
は
､
条
例
第
16条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
う
と
き
は
､
そ
の
理
由
を

付
記
し
た
書
面
に
よ
り
､
そ
の
旨
を
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

２
管
理
者
は
､
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
場
合
に
お
い
て
､
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
の

所
在
が
知
れ
な
い
と
き
は
､
当
該
処
分
の
内
容
を
福
島
県
報
に
掲
載
す
る
こ
と
を
も
つ
て
通
知
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
､
そ
の
掲
載
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
を
経
過

し
た
日
に
､
通
知
が
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
｡

第
８
条
の
３
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
､
管
理

者
は
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
に
対
し
､
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を

差
し
止
め
る
処
分
を
行
う
も
の
と
す
る
｡
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�
職
員
が
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
(条
例
第
16条
第
３
項
第
１
号
に
規
定
す
る
起
訴
を
い
う
｡
以

下
同
じ
｡
)
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
､
そ
の
判
決
の
確
定
前
に
退
職
を
し
た
と
き
｡

�
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
に
対
し
ま
だ
当
該
退
職
手
当
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合

に
お
い
て
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
が
基
礎
在
職
期
間
(条
例
第
16条
第
３
項
第
１

号
に
規
定
す
る
基
礎
在
職
期
間
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起

訴
を
さ
れ
た
と
き
｡

２
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
に
対
し
ま
だ
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い

な
い
場
合
に
お
い
て
､
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
､
管
理
者
は
､
当
該
退
職
を
し

た
職
員
で
あ
つ
た
者
に
対
し
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
｡

�
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
て
､

そ
の
者
が
逮
捕
さ
れ
た
と
き
又
は
管
理
者
が
そ
の
者
か
ら
聴
取
し
た
事
項
若
し
く
は
調
査
に
よ
り

判
明
し
た
事
実
に
基
づ
き
そ
の
者
に
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
至
つ
た
と
き
で
あ
つ
て
､
そ
の

者
に
対
し
退
職
手
当
の
額
を
支
払
う
こ
と
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
上
で
支
障

を
生
ず
る
と
認
め
る
と
き
｡

�
管
理
者
が
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
に
つ
い
て
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
処
分
(条
例
第
16条
第
２
項

第
１
号
に
規
定
す
る
懲
戒
免
職
処
分
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
を
受
け
る
べ
き
行
為
(在
職
期
間

中
の
職
員
の
非
違
に
当
た
る
行
為
で
あ
つ
て
､
そ
の
非
違
の
内
容
及
び
程
度
に
照
ら
し
て
懲
戒
免

職
処
分
に
値
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
い
う
｡
)
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理

由
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
至
つ
た
と
き
｡

３
死
亡
に
よ
る
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
の
遺
族
(福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

(昭
和
28年
福
島
県
条
例
第
35号
)
第
２
条
の
２
に
規
定
す
る
遺
族
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
(退

職
を
し
た
職
員
で
あ
つ
た
者
(死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
､
そ
の
遺
族
)
が
当
該
退
職
に
係
る

退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け

る
権
利
を
承
継
し
た
者
を
含
む
｡
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
に
対
し
ま
だ
当
該
退
職
手
当
の

額
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
､
前
項
第
２
号
に
該
当
す
る
と
き
は
､
管
理
者
は
､
当
該

遺
族
に
対
し
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
｡

４
前
３
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
(以
下
｢支
払
差
止
処
分
｣

と
い
う
｡
)
を
受
け
た
者
は
､
当
該
支
払
差
止
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由
に
､
管
理
者
に
対
し
､

そ
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
｡

５
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
､
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
､
管
理
者
は
､
速
や
か
に
当
該
支
払
差
止
処
分
を
取
り
消
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
第
３
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
､
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受

け
た
者
が
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
現
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
と

き
そ
の
他
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
支
払
差
止
処
分
の
目
的
に
明
ら
か
に
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
､

こ
の
限
り
で
な
い
｡

�
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
当
該
支
払
差
止
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
起
訴
又

は
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
つ
き
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
と
き
｡

�
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
当
該
支
払
差
止
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
起
訴
又

は
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
つ
き
､
判
決
が
確
定
し
た
場
合
(禁
錮
こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場

合
及
び
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
｡
)
又
は
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
場

合
で
あ
つ
て
､
条
例
第
16条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
､
当
該
判
決
が
確

定
し
た
日
又
は
当
該
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
日
か
ら
６
月
を
経
過
し
た
と
き
｡

�
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑

事
事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
る
こ
と
な
く
､
か
つ
､
条
例
第
16条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を

受
け
る
こ
と
な
く
､
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
と
き
｡

６
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け

た
者
が
条
例
第
16条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け

た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
､
管
理
者
は
､
速
や
か
に
当
該
支
払
差
止
処
分
を
取
り
消
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

７
前
２
項
の
規
定
は
､
管
理
者
が
､
当
該
支
払
差
止
処
分
後
に
判
明
し
た
事
実
又
は
生
じ
た
事
情
に

基
づ
き
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
し
て
当
該
支
払
差
止

処
分
を
取
り
消
す
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
｡

８
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
対
す
る
条
例
第
16条
第
13項

か
ら
第
17項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
､
当
該
支
払
差
止
処
分
が
取
り
消
さ
れ
る
ま
で
の
間
､

そ
の
者
は
､
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
な
い
者
と
み
な
す
｡

９
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
が
当
該
支
払
差
止
処
分
が
取
り

消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け
る
場
合
(こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
支
払

差
止
処
分
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け
る
権
利

を
承
継
し
た
者
が
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
当
該
退
職
手
当
の
額

の
支
払
を
受
け
る
に
至
つ
た
と
き
を
含
む
｡
)
に
お
い
て
､
当
該
退
職
を
し
た
者
が
既
に
条
例
第
16

条
第
13項
か
ら
第
17項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
(以
下
こ
の
項
に
お
い
て
｢失
業
等
給
付
退

職
手
当
｣
と
い
う
｡
)
の
額
の
支
払
を
受
け
て
い
る
と
き
は
､
当
該
退
職
手
当
の
額
か
ら
既
に
支
払

を
受
け
た
失
業
等
給
付
退
職
手
当
の
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
当
該
退

職
手
当
の
額
が
既
に
支
払
を
受
け
た
失
業
等
給
付
退
職
手
当
の
額
以
下
で
あ
る
と
き
は
､
当
該
退
職

手
当
は
､
支
払
わ
な
い
｡

10
前
条
各
項
の
規
定
は
､
支
払
差
止
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

第
８
条
の
４
管
理
者
は
､
条
例
第
16条
第
３
項
第
３
号
又
は
同
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行

お
う
と
す
る
と
き
は
､
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

２
福
島
県
行
政
手
続
条
例
(平
成
７
年
福
島
県
条
例
第
55号
｡
以
下
｢行
政
手
続
条
例
｣
と
い
う
｡
)

第
３
章
第
２
節
の
規
定
は
､
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

３
第
８
条
の
２
各
項
の
規
定
は
､
条
例
第
16条
第
３
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て

準
用
す
る
｡

４
支
払
差
止
処
分
に
係
る
退
職
手
当
に
関
し
条
例
第
16条
第
３
項
又
は
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

退
職
手
当
の
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
が
行
わ
れ
た
と
き
は
､
当
該
支
払
差
止
処
分
は
､

取
り
消
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
｡

第
８
条
の
５
条
例
第
16条
第
５
項
第
３
号
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
は
､
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当
該
退
職
の
日
か
ら
５
年
以
内
に
限
り
､
行
う
こ
と
が
で
き
る
｡

２
管
理
者
は
､
条
例
第
16条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
､
当
該
処
分
を

受
け
る
べ
き
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

３
行
政
手
続
条
例
第
３
章
第
２
節
の
規
定
は
､
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す

る
｡

４
第
８
条
の
２
第
１
項
の
規
定
は
､
条
例
第
16条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

第
８
条
の
６
第
８
条
の
２
第
１
項
及
び
前
条
第
２
項
の
規
定
は
､
条
例
第
16条
第
６
項
の
規
定
に
よ

る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

２
行
政
手
続
条
例
第
３
章
第
２
節
の
規
定
は
､
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

第
８
条
の
７
条
例
第
16条
第
８
項
に
規
定
す
る
管
理
者
の
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
通
知
は
､
第
８

条
の
５
第
３
項
又
は
前
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
手
続
条
例
第
15条
第
１
項
の
規
定
に
よ

る
通
知
と
す
る
｡

第
８
条
の
８
条
例
第
16条
第
７
項
か
ら
第
11項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
基
づ
き
納
付
す
る
金
額

は
､
第
８
条
に
規
定
す
る
事
情
の
ほ
か
､
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
､
当
該
退
職

手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
条
例
第
16条
第
７
項
か
ら
第
11項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処

分
を
受
け
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し
た
又
は
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産

の
額
､
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の
状
況
及
び
当
該
退
職
手
当
に
係
る
租
税
の
額

を
勘
案
し
て
､
定
め
る
も
の
と
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
当
該
相
続
人
が
２
人
以
上
あ
る
と
き

は
､
各
相
続
人
が
納
付
す
る
金
額
の
合
計
額
は
､
当
該
退
職
手
当
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
つ
て
は

な
ら
な
い
｡

２
第
８
条
の
２
第
１
項
及
び
第
８
条
の
５
第
２
項
の
規
定
は
､
条
例
第
16条
第
７
項
か
ら
第
11項
ま

で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

３
行
政
手
続
条
例
第
３
章
第
２
節
の
規
定
は
､
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
８
条
の
５
第
２
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

第
８
条
の
９
管
理
者
は
､
条
例
第
16条
第
３
項
第
３
号
又
は
同
条
第
４
項
か
ら
第
11項
ま
で
の
規
定

に
よ
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
､
福
島
県
人
事
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

附
則

１
こ
の
規
程
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡

２
改
正
後
の
福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
､
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
第
８
条

か
ら
第
８
条
の
９
ま
で
の
規
定
は
､
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
以
後
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い

て
適
用
し
､
同
日
前
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

(経
営
企
画
課
)

福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
､
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
｡

平
成
21年
７
月
14日

福
島
県
病
院
事
業
管
理
者

�
地
英
夫

福
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
５
号

福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
､
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程

福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
､
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
(平
成
16年
福

島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
３
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
９
条
第
２
項
第
１
号
中
｢福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
(昭
和
28年
福
島
県
条
例
第

35号
)
第
９
条
の
２
第
１
項
｣
を
｢国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
(昭
和
28年

法
律
第
182号

)
第
７
条

の
２
第
１
項
｣
に
改
め
､
｢そ
の
他
の
法
人
又
は
福
島
県
住
宅
供
給
公
社
｣
を
削
る
｡

第
29条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

第
２
９
条
条
例
第
23条
第
２
項
に
規
定
す
る
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
事
情
は
､
当
該
退
職
を
し
た

職
員
で
あ
っ
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
勤

務
の
状
況
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
､
当
該
非
違
に

至
っ
た
経
緯
､
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
言
動
､
当
該
非
違
が

公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
に
及
ぼ
す
影

響
と
す
る
｡

第
29条
の
２
中
｢第
23条
第
５
項
｣
を
｢第
23条
第
13項
｣
に
改
め
､
同
条
を
第
29条
の
10と
し
､

第
29条
の
次
に
次
の
８
条
を
加
え
る
｡

第
２
９
条
の
２
管
理
者
は
､
条
例
第
23条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
う
と
き
は
､
そ
の
理
由

を
付
記
し
た
書
面
に
よ
り
､
そ
の
旨
を
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

２
管
理
者
は
､
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
場
合
に
お
い
て
､
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
の

所
在
が
知
れ
な
い
と
き
は
､
当
該
処
分
の
内
容
を
福
島
県
報
に
掲
載
す
る
こ
と
を
も
っ
て
通
知
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
､
そ
の
掲
載
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
を
経
過

し
た
日
に
､
通
知
が
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
｡

第
２
９
条
の
３
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
､
管

理
者
は
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
に
対
し
､
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
の
額
の
支
払

を
差
し
止
め
る
処
分
を
行
う
も
の
と
す
る
｡

�
職
員
が
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
(条
例
第
23条
第
３
項
第
１
号
に
規
定
す
る
起
訴
を
い
う
｡
以

下
同
じ
｡
)
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
､
そ
の
判
決
の
確
定
前
に
退
職
を
し
た
と
き
｡

�
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
に
対
し
ま
だ
当
該
退
職
手
当
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合

に
お
い
て
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
基
礎
在
職
期
間
(条
例
第
23条
第
３
項
第
１

号
に
規
定
す
る
基
礎
在
職
期
間
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起

訴
を
さ
れ
た
と
き
｡

２
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
に
対
し
ま
だ
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
の
額
が
支
払
わ
れ
て
い

な
い
場
合
に
お
い
て
､
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
､
管
理
者
は
､
当
該
退
職
を
し

た
職
員
で
あ
っ
た
者
に
対
し
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
｡

�
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
て
､
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そ
の
者
が
逮
捕
さ
れ
た
と
き
又
は
管
理
者
が
そ
の
者
か
ら
聴
取
し
た
事
項
若
し
く
は
調
査
に
よ
り

判
明
し
た
事
実
に
基
づ
き
そ
の
者
に
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
至
っ
た
と
き
で
あ
っ
て
､
そ
の

者
に
対
し
退
職
手
当
の
額
を
支
払
う
こ
と
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
上
で
支
障

を
生
ず
る
と
認
め
る
と
き
｡

�
管
理
者
が
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
処
分
(条
例
第
23条
第
２
項

第
１
号
に
規
定
す
る
懲
戒
免
職
処
分
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
を
受
け
る
べ
き
行
為
(在
職
期
間

中
の
職
員
の
非
違
に
当
た
る
行
為
で
あ
っ
て
､
そ
の
非
違
の
内
容
及
び
程
度
に
照
ら
し
て
懲
戒
免

職
処
分
に
値
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
い
う
｡
)
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理

由
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
至
っ
た
と
き
｡

３
死
亡
に
よ
る
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
遺
族
(福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

(昭
和
28年
福
島
県
条
例
第
35号
)
第
２
条
の
２
に
規
定
す
る
遺
族
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
(退

職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
(死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
､
そ
の
遺
族
)
が
当
該
退
職
に
係
る

退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け

る
権
利
を
承
継
し
た
者
を
含
む
｡
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
に
対
し
ま
だ
当
該
退
職
手
当
の

額
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
､
前
項
第
２
号
に
該
当
す
る
と
き
は
､
管
理
者
は
､
当
該

遺
族
に
対
し
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
｡

４
前
３
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
(以
下
｢支
払
差
止
処
分
｣

と
い
う
｡
)
を
受
け
た
者
は
､
当
該
支
払
差
止
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由
に
､
管
理
者
に
対
し
､

そ
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
｡

５
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
､
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
､
管
理
者
は
､
速
や
か
に
当
該
支
払
差
止
処
分
を
取
り
消
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
第
３
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
､
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受

け
た
者
が
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
現
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
と

き
そ
の
他
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
支
払
差
止
処
分
の
目
的
に
明
ら
か
に
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
､

こ
の
限
り
で
な
い
｡

�
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
当
該
支
払
差
止
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
起
訴
又

は
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
つ
き
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
と
き
｡

�
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
当
該
支
払
差
止
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
起
訴
又

は
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
つ
き
､
判
決
が
確
定
し
た
場
合
(禁
錮
こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場

合
及
び
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
｡
)
又
は
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
っ
た
場

合
で
あ
っ
て
､
条
例
第
23条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
､
当
該
判
決
が
確

定
し
た
日
又
は
当
該
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
っ
た
日
か
ら
６
月
を
経
過
し
た
と
き
｡

�
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
､
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑

事
事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
る
こ
と
な
く
､
か
つ
､
条
例
第
23条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を

受
け
る
こ
と
な
く
､
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
と
き
｡

６
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け

た
者
が
条
例
第
23条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け

た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
､
管
理
者
は
､
速
や
か
に
当
該
支
払
差
止
処
分
を
取
り
消
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

７
前
２
項
の
規
定
は
､
管
理
者
が
､
当
該
支
払
差
止
処
分
後
に
判
明
し
た
事
実
又
は
生
じ
た
事
情
に

基
づ
き
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
当
該
支
払
差
止

処
分
を
取
り
消
す
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
｡

８
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
対
す
る
条
例
第
23条
第
13項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
､
当
該
支
払
差
止
処
分
が
取
り
消
さ
れ
る
ま
で
の
間
､
そ
の
者
は
､
退

職
手
当
の
支
給
を
受
け
な
い
者
と
み
な
す
｡

９
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
が
当
該
支
払
差
止
処
分
が
取
り

消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け
る
場
合
(こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
支
払

差
止
処
分
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該
退
職
手
当
の
額
の
支
払
を
受
け
る
権
利

を
承
継
し
た
者
が
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
当
該
退
職
手
当
の
額

の
支
払
を
受
け
る
に
至
っ
た
と
き
を
含
む
｡
)
に
お
い
て
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が

既
に
条
例
第
23条
第
13項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
(以
下
こ
の
項
に
お
い
て
｢失
業
等
給
付
退
職

手
当
｣
と
い
う
｡
)
の
額
の
支
払
を
受
け
て
い
る
と
き
は
､
当
該
退
職
手
当
の
額
か
ら
既
に
支
払
を

受
け
た
失
業
等
給
付
退
職
手
当
の
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
当
該
退
職

手
当
の
額
が
既
に
支
払
を
受
け
た
失
業
等
給
付
退
職
手
当
の
額
以
下
で
あ
る
と
き
は
､
当
該
退
職
手

当
は
､
支
払
わ
な
い
｡

10
前
条
各
項
の
規
定
は
､
支
払
差
止
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る

第
２
９
条
の
４
管
理
者
は
､
条
例
第
23条
第
３
項
第
３
号
又
は
同
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を

行
お
う
と
す
る
と
き
は
､
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

２
福
島
県
行
政
手
続
条
例
(平
成
７
年
福
島
県
条
例
第
55号
｡
以
下
｢行
政
手
続
条
例
｣
と
い
う
｡
)

第
３
章
第
２
節
の
規
定
は
､
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

３
第
29条
の
２
各
項
の
規
定
は
､
条
例
第
23条
第
３
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て

準
用
す
る
｡

４
支
払
差
止
処
分
に
係
る
退
職
手
当
に
関
し
条
例
第
23条
第
３
項
又
は
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

退
職
手
当
の
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
が
行
わ
れ
た
と
き
は
､
当
該
支
払
差
止
処
分
は
､

取
り
消
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
｡

第
２
９
条
の
５
条
例
第
23条
第
５
項
第
３
号
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
処
分

は
､
当
該
退
職
の
日
か
ら
５
年
以
内
に
限
り
､
行
う
こ
と
が
で
き
る
｡

２
管
理
者
は
､
条
例
第
23条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
､
当
該
処
分
を

受
け
る
べ
き
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

３
行
政
手
続
条
例
第
３
章
第
２
節
の
規
定
は
､
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す

る
｡

４
第
29条
の
２
第
１
項
の
規
定
は
､
条
例
第
23条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

第
２
９
条
の
６
第
29条
の
２
第
１
項
及
び
前
条
第
２
項
の
規
定
は
､
条
例
第
23条
第
６
項
の
規
定
に

よ
る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

２
行
政
手
続
条
例
第
３
章
第
２
節
の
規
定
は
､
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

第
２
９
条
の
７
条
例
第
23条
第
８
項
に
規
定
す
る
管
理
者
の
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
通
知
は
､
第
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福
島
県
議
会

福
島
県
教
育
委
員
会

29条
の
５
第
３
項
又
は
前
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
手
続
条
例
第
15条
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
と
す
る
｡

第
２
９
条
の
８
条
例
第
23条
第
７
項
か
ら
第
11項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
基
づ
き
納
付
す
る
金

額
は
､
第
29条
に
規
定
す
る
事
情
の
ほ
か
､
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
､
当
該
退

職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
条
例
第
23条
第
７
項
か
ら
第
11項
ま
で
の
規
定
に
よ
る

処
分
を
受
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し
た
又
は
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産

の
額
､
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の
状
況
及
び
当
該
退
職
手
当
に
係
る
租
税
の
額

を
勘
案
し
て
､
定
め
る
も
の
と
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
当
該
相
続
人
が
２
人
以
上
あ
る
と
き

は
､
各
相
続
人
が
納
付
す
る
金
額
の
合
計
額
は
､
当
該
退
職
手
当
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
っ
て
は

な
ら
な
い
｡

２
第
29条
の
２
第
１
項
及
び
第
29条
の
５
第
２
項
の
規
定
は
､
条
例
第
23条
第
７
項
か
ら
第
11項
ま

で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

３
行
政
手
続
条
例
第
３
章
第
２
節
の
規
定
は
､
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
29条
の
５
第
２
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

第
２
９
条
の
９
管
理
者
は
､
条
例
第
23条
第
３
項
第
３
号
又
は
同
条
第
４
項
か
ら
第
11項
ま
で
の
規

定
に
よ
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
､
福
島
県
人
事
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

附
則

１
こ
の
規
程
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡

２
改
正
後
の
福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
､
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
第

29条
か
ら
第
29条
の
９
ま
で
の
規
定
は
､
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
以
後
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に

つ
い
て
適
用
し
､
同
日
前
の
退
職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

(病
院
総
務
課
)

福
島
県
議
会
告
示
第
三
号

福
島
県
議
会
議
長
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず
る

処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

福
島
県
議
会
議
長

佐

藤

憲

保

福
島
県
議
会
議
長
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納

付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
程

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第

三
十
五
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場

合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

一
般
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情)

第
二
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
管
理
機
関
の
定
め
る
事
情
は
、
当
該
退

職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ

た
者
の
勤
務
の
状
況
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
、
当

該
非
違
に
至
っ
た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
言
動
、
当

該
非
違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
に

及
ぼ
す
影
響
と
す
る
。

(

一
般
の
退
職
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き

事
情)

第
三
条

条
例
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
管
理
機
関
の
定
め
る
事
情
は
、
当
該
退

職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
同
条
第

一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し

た
又
は
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の
状

況
及
び
当
該
一
般
の
退
職
手
当
に
係
る
租
税
の
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

総

務

課)

福
島
県
教
育
委
員
会
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず

る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号

福
島
県
教
育
委
員
会
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の

納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
則

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第

三
十
五
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に

勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
一
般
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情)

第
二
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
管
理
機
関
の
規
則
で
定
め
る
事
情
は
、
当
該

退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ

た
者
の
勤
務
の
状
況
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
、
当

該
非
違
に
至
っ
た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
言
動
、
当

該
非
違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
に

及
ぼ
す
影
響
と
す
る
。
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福
島
県
警
察
本
部

福
島
県
公
安
委
員
会

福
島
県
監
査
委
員
会

(

一
般
の
退
職
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き

事
情)

第
三
条

条
例
第
十
九
条
第
六
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
管
理
機
関
の
規
則
で
定
め
る
事
情
は
、
当
該

退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
同
条

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を

し
た
又
は
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の

状
況
及
び
当
該
一
般
の
退
職
手
当
に
係
る
租
税
の
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

福

利

課)

福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
｡

平
成
21年
７
月
14日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
松
本
忠
清

福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
０
号

福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
(昭
和
32年
福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
９
号
)
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
３
条
の
２
第
８
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

�
被
疑
者
の
取
調
べ
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
監
督
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
｡

附
則

こ
の
規
則
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(警
務
課
)

福
島
県
警
察
本
部
告
示
第
２
７
号

福
島
県
警
察
本
部
長
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず

る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
｡

平
成
21年
７
月
14日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

福
島
県
警
察
本
部
長
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の

納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
告
示

(趣
旨
)

第
１
条
こ
の
告
示
は
､
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
(昭
和
28年
福
島
県
条
例
第
35号
｡

以
下
｢条
例
｣
と
い
う
｡
)
第
14条
第
１
項
及
び
第
19条
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
､
退
職
手
当
の

支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き

事
情
を
定
め
る
も
の
と
す
る
｡

(一
般
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
)

第
２
条
条
例
第
14条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
管
理
機
関
の
定
め
る
事
情
は
､
当
該
退
職

を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た

者
の
勤
務
の
状
況
､
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
､
当
該

非
違
に
至
っ
た
経
緯
､
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
言
動
､
当
該

非
違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
に
及

ぼ
す
影
響
と
す
る
｡

(一
般
の
退
職
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き

事
情
)

第
３
条
条
例
第
19条
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
管
理
機
関
の
定
め
る
事
情
は
､
当
該
退
職

手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
､
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
同
条
第
１

項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し
た

又
は
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産
の
額
､
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の
状
況

及
び
当
該
一
般
の
退
職
手
当
に
係
る
租
税
の
額
と
す
る
｡

附
則

こ
の
告
示
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(警
務
課
)

福
島
県
監
査
委
員
告
示
第
三
号

福
島
県
代
表
監
査
委
員
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命

ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

福
島
県
監
査
委
員

福
島
県
代
表
監
査
委
員
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額

の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
程

(
趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第

三
十
五
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場

合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

一
般
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情)

第
二
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
管
理
機
関
の
定
め
る
事
情
は
、
当
該
退

職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
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福
島
県
人
事
委
員
会

た
者
の
勤
務
の
状
況
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
、
当

該
非
違
に
至
っ
た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
言
動
、
当

該
非
違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
に

及
ぼ
す
影
響
と
す
る
。

(

一
般
の
退
職
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き

事
情)

第
三
条

条
例
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
管
理
機
関
の
定
め
る
事
情
は
、
当
該
退

職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
同
条
第

一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し

た
又
は
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の
状

況
及
び
当
該
一
般
の
退
職
手
当
に
係
る
租
税
の
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

監
査
総
務
課)

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

新

城

希

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則(

昭
和
五
十
八
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
三
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

地
方
公
務
員
法
第
八
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
人
事
委
員
会
の
権
限
に
属

せ
し
め
る
事
務
を
定
め
る
条
例(

平
成
二
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
一
号)

第
一
条
第
一
項
各

号
に
規
定
す
る
事
項
の
調
査
審
議
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

総
務
審
査
課)

地
方
公
務
員
法
第
八
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
人
事
委
員
会
の
権
限
に
属
せ
し
め

る
事
務
を
定
め
る
条
例
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
陳
述
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
手
続
を
定
め

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

新

城

希

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

地
方
公
務
員
法
第
八
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
人
事
委
員
会
の
権
限

に
属
せ
し
め
る
事
務
を
定
め
る
条
例
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
陳
述
の
機
会
の

付
与
に
関
す
る
手
続
を
定
め
る
規
則

(

趣
旨)

第
一
条

地
方
公
務
員
法
第
八
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
人
事
委
員
会
の
権
限
に
属

せ
し
め
る
事
務
を
定
め
る
条
例(

平
成
二
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
一
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い

う
。)

第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
の
付
与(

以
下｢

意
見
陳
述
の
機

会
の
付
与｣

と
い
う
。)

に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(

意
見
陳
述
の
機
会
の
付
与
の
申
立
て
の
意
思
の
有
無
の
確
認)

第
二
条

人
事
委
員
会
は
、
条
例
第
一
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
処
分
に
際
し
、
退
職
手
当
管
理
機

関(

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号)

第
十

三
条
第
二
号
の
退
職
手
当
管
理
機
関
を
い
う
。)

、
福
島
県
教
育
委
員
会(

条
例
第
一
条
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
諮
問
を
行
う
場
合
に
限
る
。)

、
福
島
県
公
営
企
業
の
管
理
者
又
は
福
島
県
立
病

院
事
業
の
管
理
者
か
ら
諮
問
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
処
分
を
受
け
る
べ
き
者(

以
下｢

当
事
者｣

と

い
う
。)

に
対
し
、
条
例
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
立
て
を
行
う
意
思
の
有
無
の
確
認
を
す
る

も
の
と
す
る
。

(

行
政
手
続
条
例
の
準
用)

第
三
条

福
島
県
行
政
手
続
条
例(

平
成
七
年
福
島
県
条
例
第
五
十
五
号)

第
十
五
条(

第
二
項
を
除

く
。)

、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条(

第
一
項
を
除
く
。)

、
第
二
十
二
条

及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
意
思
の
有
無
の
確
認
の
結
果
、
当
事
者
か
ら
口

頭
で
意
見
を
述
べ
る
旨
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
意
見
陳
述
の
機
会
の
付
与
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中｢

聴
聞｣

と
あ
る
の
は｢

地
方
公
務
員
法
第
八

条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
人
事
委
員
会
の
権
限
に
属
せ
し
め
る
事
務
を
定
め
る
条

例(

平
成
二
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
一
号)

第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
口
頭
で
意
見
を
述
べ

る
機
会
の
付
与｣

と
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
第
三
項
中｢

不
利
益
処
分｣

と
あ
る
の
は｢

地
方
公
務
員
法
第
八
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
人
事
委
員
会
の
権

限
に
属
せ
し
め
る
事
務
を
定
め
る
条
例
第
一
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
処
分｣

と
、
第
十
五
条
、

第
十
六
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
第
六
項
中｢

行
政
庁｣

と
あ
る
の
は｢

福
島
県
人
事
委
員
会｣

と
、
第
十
九
条
中｢

指
名
す
る
職
員
そ
の
他
知
事
等
が
定
め
る
者｣

と
あ
る
の
は｢

定
め
る
者｣

と
、

第
二
十
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中

｢

行
政
庁｣

と
あ
る
の
は

｢

退
職
手
当
管
理
機
関

(
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号)

第
十
三

条
第
二
号
の
退
職
手
当
管
理
機
関
を
い
う
。)

、
福
島
県
教
育
委
員
会(

地
方
公
務
員
法
第
八
条
第

一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
人
事
委
員
の
権
限
に
属
せ
し
め
る
事
務
を
定
め
る
条
例
第
一

条
第
二
号
に
規
定
す
る
諮
問
を
行
う
場
合
に
限
る
。)

、
福
島
県
公
営
企
業
の
管
理
者
又
は
福
島
県

立
病
院
事
業
の
管
理
者｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(

補
則)

第
四
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
長
が
定
め
る
。
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福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

総
務
審
査
課)

福
島
県
人
事
委
員
会
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず

る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

新

城

希

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号

福
島
県
人
事
委
員
会
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の

納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
則

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第

三
十
五
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に

勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

一
般
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情)

第
二
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
管
理
機
関
の
規
則
で
定
め
る
事
情
は
、
当
該

退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ

た
者
の
勤
務
の
状
況
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
、
当

該
非
違
に
至
っ
た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
言
動
、
当

該
非
違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
に

及
ぼ
す
影
響
と
す
る
。

(

一
般
の
退
職
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き

事
情)

第
三
条

条
例
第
十
九
条
第
六
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
管
理
機
関
の
規
則
で
定
め
る
事
情
は
、
当
該

退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
同
条

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を

し
た
又
は
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の

状
況
及
び
当
該
一
般
の
退
職
手
当
に
係
る
租
税
の
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

総
務
審
査
課)

福
島
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

新

城

希

子

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程(

昭
和
五
十
二
年
福
島
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
事
務
局
長
の
専
決
事
項
の
欄
第
五
十
六
号
を
同
欄
第
五
十
七
号
と
し
、
同
欄
第
五
十
五
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十
六

地
方
公
務
員
法
第
八
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
福
島
県
人
事
委
員
会
の
権
限
に

属
せ
し
め
る
事
務
を
定
め
る
条
例
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
陳
述
の
機
会
の
付
与
に
関
す

る
手
続
を
定
め
る
規
則(

平
成
二
十
一
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号)

第
二
条
の
規
定

に
よ
る
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
に
対
す
る
意
見
陳
述
の
機
会
の
付
与
の
申
立
て
を
行
う
意
思
の
有

無
の
確
認

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

総
務
審
査
課)

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
二
号

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付

を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
が
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相

当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
規
程

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第

三
十
五
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
す
る
処
分
及
び
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
場

合
に
勘
案
す
べ
き
事
情
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
一
般
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き
事
情)

第
二
条

条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
管
理
機
関
の
定
め
る
事
情
は
、
当
該
退

職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
占
め
て
い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ

た
者
の
勤
務
の
状
況
、
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
が
行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
、
当

該
非
違
に
至
っ
た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に
お
け
る
当
該
退
職
を
し
た
職
員
で
あ
っ
た
者
の
言
動
、
当

該
非
違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
に

及
ぼ
す
影
響
と
す
る
。

(

一
般
の
退
職
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
勘
案
す
べ
き
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事
情)

第
三
条

条
例
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
管
理
機
関
の
定
め
る
事
情
は
、
当
該
退

職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
財
産
の
額
の
う
ち
同
条
第

一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し

た
又
は
取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
財
産
の
額
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
の
生
計
の
状

況
及
び
当
該
一
般
の
退
職
手
当
に
係
る
租
税
の
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成21年７月14日 火曜日 福 島 県 報 号外第44号11


